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中東情勢に伴う重要物資の安定的な供給確保及び 

物価高への対策について 

 
《提案・要望の内容》 
○昨今の中東情勢の緊迫化等に伴い、県内経済及び県民生活に深刻な影響が生じることの

ないよう、燃油やナフサなどの石油由来製品のほか、ディーゼル車に不可欠な尿素水な
どの重要物資に係る流通の目詰まり解消、供給確保及び価格高騰に向けた対策を情勢に
応じ機動的に実施すること。 

○産業・雇用に与える影響が最小限となるよう、以下をはじめとした地方の中小企業者の
実情に応じた万全の対策を実施すること。 
・資金繰り、経営支援、雇用の安定 
・エネルギー効率化に資する投資支援 
・物流をはじめとする中小企業者の円滑な価格転嫁に向けた監視の強化・徹底 
・消費マインドに配慮した対策の実施 

〇重油使用量の多い水産業、公衆浴場業やクリーニング業、農繁期に入っている農業等の
経営に影響が生じないよう、燃油に加え、石油由来の生産資材、肥料及び飼料等の供給
及び価格の安定化に向け、万全を期すこと。 

〇医療機関・福祉施設が引き続き医療・福祉サービスを着実に提供し、公衆衛生が維持で
きるよう、臨時的な公定価格の早急な改定や、ニトリル手袋、ガウン及びカテーテルな
ど医療物資等の安定供給に向けた対策を講じること。 

＜参考＞ 
１ 本県への影響（事業者の声等） 

【商工事業者】 
  ［物流］インタンクの軽油不足、オイル等の資材コスト上昇により、更なる経営圧迫を懸念している。 

燃油のほか、ディーゼル車に不可欠な尿素水の入手が一部入手困難となっている。  
［金属加工・電子部品］自社備蓄が枯渇すれば工場停止となる恐れ。 

   ［燃料小売］３月後半以降、各油種の仕入れ制限（重油等）が継続している。 
【農林水産事業者】 

燃油に加え肥料、飼料や石油由来の生産資材等の安定調達や価格への影響が懸念されている。 
水産業では、ゴム手袋、船底塗料などの資材も値上がりしている。 

【交通事業者】 
バス事業者からは軽油、エンジンオイル等の不足、タクシー事業者からはＬＰガスの価格高騰を懸念す

る声がある。また、長期化による経営悪化や供給不足による事業縮小が懸念される。 
【生活衛生事業者】 

  [公衆浴場業] 
重油価格が３月と比べ４月は３割上昇、仕入元から供給停止に言及されている。現在ほぼ利益がな

く、営業ができなくなる恐れがある。 
[クリーニング業] 

重油が値上がりするとともに、必要量の確保がぎりぎりな状況。 
プラスチックハンガーや包装用袋（ポリエチレン製）の値上げも懸念している。 

【医療・福祉施設】 
重油（ボイラー等で使用）・ガソリン（訪問移動車で使用）の価格が高騰しているが、報酬が公定価格の

ために価格転嫁ができない。 
石油由来の医療物資（医療チューブ、注射器、マスク、紙おむつ、手袋等）の調達を懸念している。 

【県立施設】 
燃油の調達に苦慮し、複数の施設で夏以降の運営に支障が生じる恐れがある。 

２ 本県の対応状況 
･ 庁内に「中東情勢に伴う物資供給確保プロジェクトチーム」を設置し、重油価格や物資の供給状況等

の県内動向について定期的にサーベイランスを行うとともに、事業活動への影響に関しては課題に応じ
た対策を機動的に実施していく体制を構築した。 
･ 県立施設においては、別途設置の「県立施設燃油確保特命チーム」により、施設間の燃油の融通を含

め、運営継続に向けたあらゆる対応の検討を開始している。 
･ 県内の状況に応じ、令和８年度当初予算（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金充当事業）を

機動的に執行することとしている。 
･ 県庁において、先導的に軽装勤務、公用車のエコドライブ、庁内の節電対策等の省エネ対策を実践し

ている。（４／１５～） 



地域未来戦略の推進について 

 

《提案・要望の内容》 

 ○ＡＩの進展に伴って、大都市部から地方への人材の受皿づくりが必要になると見

込まれることから、その対策として産業クラスターを活用されたい。 

○「戦略産業クラスター計画」の採択に当たっては、本県関係事業の採択・推進

を図ること。 

 ○知事主導で策定する「地域産業成長プラン（地域産業クラスター計画及び地場産

業成長プラン）」については、単年度の支援に止まらず、地方の産業・企業の力

強い成長・発展に向けて自治体が行う中長期的な視点での取組に対して、強力に

支援すること。 

【参考】 

＜中国地域戦略産業クラスター計画素案の概要＞ 

半導体 世界基準の半導体関連産業クラスターの形成 〔せとうちエリアを中心に中国地域全域〕 
ＧＸ エネルギー多消費型産業におけるＧＸの実現 〔瀬戸内コンビナートエリアを中心とした中

国地域全域〕 
コンテンツ 神話・漫画等のコンテンツとたたら・デニム等のものづくりが織りなす高付加価値の創出 

〔コンテンツ拠点を中心とした山陰及び瀬戸内エリア〕 
造船 我が国の経済活動を支える造船関連産業の再生・強化 〔造船メーカー等が集積する瀬

戸内エリア〕 
ものづくり 世界に誇るものづくり産業の進化 〔電子デバイス・特殊鋼・食品産業等の製造業が集積

する山陰エリア、自動車・航空機部品等が集積する瀬戸内エリア〕 

※令和９年度予算要求に向けた検討では、「半導体」及び「造船」の対象クラスター形成を目指すこと、
その他については、継続検討することとされている。 

＜地域産業クラスター計画の検討状況＞ 

○本県産業の特性・集積を活かして、食品加工、電子デバイス・電気機械・素形材等の基盤的産業の

競争力を強化し、また、新たな成長軸を創出する「とっとり産業クラスター」により、当初予算ではとっ

とり産業クラスター推進分野と戦略１７分野を産業未来共創条例の重点分野に位置付け、クラスタ

ーの形成・拡大につながる企業投資等を重点支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜地場産業成長プランの検討分野とその方向性＞ 

農林水産業 本県の強みである農林水産業分野の強みを更に発展させるため、産地における生産性

の向上、新たな販路開拓やブランド力の向上に繋がる取組を推進 

観光産業 宿泊・体験コンテンツの高付加価値化、地域一体となった滞在型観光エリアづくりの促

進、「まんが」と連携したコンテンツによる新たな需要獲得を官民連携により観光産業の

成長を推進 

中山間地域 深刻化する人口減少社会における安心して住みづけられる生活基盤の創出に向けて、

これまで培った官民連携による地域課題解決の加速化を通じて中山間地域の振興を推

進 

環境 自然資本の価値の最大化と持続可能な生態系保全のため、地域と企業が連携して、本

県の自然資本を活かした製品を高付加価値化して新たな市場を生み出す仕組みを構

築 

＜「地域産業成長プラン」に盛り込む事業計画の公募＞ 

○公募の目的 

県で検討中の地場産業成長プラン(地域産業クラスター、地場産業支援)について、民間事業者

から事業計画を募集し、民間事業者の知恵と意思をプランに反映することにより、より具体的な事業

展開が実施できるとともに、より現場のニーズや将来のビジョンに合致したものとする。 

○募集期間 

   令和８年４月２日（木）～５月８日（金） 以後、順次募集予定 


